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※ 火災状況については、別紙資料 1 をご覧ください。 

平成３０年上半期の消防局の災害・救急出動状況（速報） 

                        西宮市消防局 

※ 統計の数値は速報につき、変わる可能性があります。 

 

◆ 消防隊の出動件数 

 

 

  消防隊の出動件数は、４６７件で前年同期（５０１件） 

 より３４件減少しました。火災と火災出動以外の 

比率は、火災３９件（８％）、火災以外４２８件 

（９２％）となっています。 

   

 

 

 

 

 

 

１ 火災件数 

 

 

 

（１）火災の件数は減少 

   火災件数は、３９件で前年同期（５３件）より１４件減少しています。 

火災種別の内訳は、「建物火災」２６件（前年同期比４件減）、「車両火災」２件（前

年同期比３件減）、「その他火災」１０件（前年同期比８件減）、「船舶火災」１件（前

年同期比１件増）となっています。 

（２）出火原因の第１位は「こんろ」１０件、第２位は「たばこ」６件、第３位は「放火

（放火の疑い含む）」、「電気機器」など２件の順となっています。 

（３）火災による死傷者は、死者０名（前年同期比同数）、負傷者１３名（前年同期比９名

増）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

消防隊の出動件数は４６７件で、前年同期に比べ、３４件減少 

※ 火災出動以外の内容については、次頁 
 「２ 火災出動以外の内訳・件数」をご覧ください。 

前年同期に比べ、１４件減少 

火災による死者０名、負傷者１３名 
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２ 火災出動以外の内訳・件数 

 

 

 

出動件数が最も多いのは、警報ベル鳴動等の「緊急確認」、次いで救急隊の支援等の「支

援活動」、救急隊及び消防隊の移動配備の「補完」となっています。 

火災出動以外の内訳は、次のとおりです。 

 

種 別 内      容 件数 

緊急措置 

（５５件） 

火災出動指令により出動し火災に該当しない事案 １６ 

危険物等の漏洩 ３７ 

ガスの漏洩 １ 

その他緊急措置が必要な事象 １ 

緊急確認 

（１２９件） 

怪煙の上昇 １７ 

異臭、異音の発生 ９ 

警報ベル等の鳴動 ８６ 

ガス、電気等の消し忘れ ０ 

事後聞知で出動し火災に該当しない事案 ７ 

その他緊急確認が必要な事象 １０ 

支援活動 

（１１１件） 

救急隊の支援 ３１ 

安全管理隊 ７８ 

上記に該当しない支援活動 ２ 

その他 

（４１件） 

自然災害対応 ７ 

飼育動物等の保護、危険生物等の排除 ３ 

焚き火、野焼き、火遊び等 ０ 

高齢者、身体障害者等の介助 ３０ 

その他社会的危険が考えられる事象 １ 

補完 

（９２件） 

救急隊の移動配備 ７４ 

救急隊以外の消防隊の移動配備 １８ 

消防隊出動件数のうち、火災以外の出動が４２８件 
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※ 救急出動件数等については、別紙資料３、４をご覧ください。 

※ 救助出動件数等については、別紙資料２をご覧ください。 

３ 救助出動件数 

 

 

（１）救助出動件数２２０件、救助人員１２２人 

   救助隊が出動した件数は、２２０件と前年同期と同数であり、救助人員は１２２人

で前年同期より１２人（１０．９％）増加となっています。 

（２）事故種別の内訳は、「火災」３件（前年同期比２件増）、「交通事故」２０件（前年同

期比２件増）、「水難事故」１件（前年同期比２件減）、「機械事故」８件（前年同期比

５件増）、「建物事故」１０４件（前年同期比９件増）、「ガス・酸欠事故」１件（前年

同期比１件減）、「その他の事故（誤報等で出動した事故）」８３件（前年同期比１５件

減）となっています。 

    

 

 

 

 

４ 救急出動件数 

 

 

 

（１）救急出動件数、搬送人員数ともに、前年同期より増加し過去最高 

救急出動件数は、１１，９８４件と前年同期より６６９件（５．９％）増加となり

ました。また、搬送人員数も１０，９４４人となり、前年同期より６１９人(６．０％)

増加となっています。 

（２）事故種別は昨年同様１位急病、２位一般負傷 

事故種別ごとの出動状況は、１位「急病」７，７７３件で、全体の６５％を占めて

います。２位は「一般負傷」１，９５２件で、３位は「交通事故」８０８件となって

います。  

  

救急出動件数は、前年同期に比べ、増加（５．９％増） 

救助出動件数は２２０件で、前年同期と同数 
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◆資料 

１ 平成 30 年（上半期）の火災状況 

 

平成 30 年６月 30 日現在 

区   分 単位 平成 30 年 平成 29 年 比 較 増減率(％) 

火災件数 件 39 53 ▲ 14 ▲26.4% 

１日当たり 件 0.2 0.3 ▲0.1 ▲33.3% 

火 

災 

種 

別 

建物火災 件 26 30 ▲ 4 ▲13.3% 

(内、住宅火災) 件 23 19 4 21.1% 

林野火災 件 0 0 0 0% 

車両火災 件 2 5 ▲ 3 ▲60.0% 

船舶火災 件 1 0 1 皆増 

航空機火災 件 0 0 0 0% 

その他火災 件 10 18 ▲ 8 ▲44.4% 

建物焼損面積 ㎡ 146 286 ▲ 140 ▲49.0% 

１件当たり ㎡ 5.6 9.5 ▲ 3.9 ▲41.1% 

林野焼損面積 ａ 0 18 ▲ 18 皆減 

１件当たり ａ 0 18 ▲ 18 皆減 

損害額 千円 33,398 15,785 17,613 111.6% 

死
傷
者 

死者 人 0 0 0 0% 

(内、65 歳以上) 人 0 0 0 0% 

負傷者 人 13 4 9 225.0% 

主
な
出
火
原
因 

（１）こんろ 件 10 10 0 0% 

（２）たばこ 件 6 4 2 50.0% 

（３）放火 

（放火の疑い含む） 
件 2 12 ▲ 10 ▲83.3% 

（４）電気機器 件 2 6 ▲ 4 ▲66.7% 

 

※ 主な出火原因は、平成 30年の上位を計上                 ▲印は減少 

 

主な火災 

出火日時 種 別 用 途 発 生 場 所 死者 負傷者 焼損面積 

１月 16 日 建物 共同住宅 一ヶ谷町 ０ ２ 60 ㎡ 

３月 12 日 建物 複合用途 荒木町 ０ １ 66 ㎡ 

４月 27 日 建物 一般住宅 南昭和町 ０ ２ 17 ㎡ 

 主な火災とは、損害額１０００万円以上、焼損面積建物３００㎡以上、林野２００ａ以上、消防長が

必要と認める火災のいずれかに該当するものをいう。 



 5

２ 救助出動件数及び救助人員 

区 
 

分 

総 
 

数 

火 
 

災 

交
通
事
故 

水
難
事
故 

自
然
災
害 

機
械
事
故 

建
物
事
故 

ガ
ス
・
酸
欠 

事
故 

破
裂
事
故 

そ
の
他
の
事
故 

出動件数 220 3 20 1 0 8 104 1 0 83 

救助人員 122 3 13 0 0 6 90 0 0 10 

 

 

３ 救急出動件数 

 
総数

（件） 
火災 

自然 

災害 
水難 

交通 

事故 

労働 

災害 

運動 

競技 

一般 

負傷 
加害 自損 急病 その他 

平成

30 年 
11,984 12 4 1 808 72 105 1,952 46 93 7,773 1,118 

前年と

の比較 
669 9 4 ▲3 ▲84 ▲12 16 121 4 ▲4 561 57 

 

 

４ 救急出動件数・搬送人員数の推移 
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出動件数 8,714 9,336 10,250 10,114 11,072 10,903 11,156 11,224 11,315 11,984

搬送人員 7,741 8,333 9,105 8,995 9,885 9,777 10,061 10,286 10,325 10,944

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

 

 

 

▲印は減


